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静止画像付白黒テレビ受信機ゝ
Brack and White Tblevision Receiver

with Picture Freezer

An unusu∂lB〈〃TV recejver with afunctionof‖freezi.1g"∂nYOPlionalpict=｢e

frっm televisわnscreens for reproducin9訓1dsto川1g｢1aSbeencompleled･Thesl(〕｢ed

picturec∂=beerased∂ndre=eWedwjthe∂Sebvpush-bulto=OPe｢at皿1･

Thjs ne＼〃TV receiver was made poss‖⊃le bv the deve】opment of a vid〔-し)disc

rTlemOrVWhich ca=memOrizeTV pjctures･Thememorvelementis〔‥0叩〕OSedofa

magnetic disc measし+rlnglOcmin dial¶eter訓d feヨtu｢eS eXtra hjgh dens巾and

extremeivlongHe.∂ndcapableofmemorizlngOrlefieIdvjdeosigrlalpertrack･

】n this report are describedits str=Ct=re a=dcha｢∂Cte｢isticso川1isdevice∂nd

Variol+SPrOb】emsconce｢川ngSt=pIC‾[u｢et｢eatment-

lI 緒 言

静1=耐象什白一まミテレビー乏†言機は,映像情緒仕仝で最も普ノ女

しているテレビジョン放送を有効に枯糊する新Lい機能を持

った商品である｡

わが国のテレビ′乏イi一派堅け1‾‾卜,テし/どと略す､二】Cr)普比率∨ま,

めぎまLいものかあった｡卜数年にわたり大衆映イ象機器とし

てノ家1宜占‾r.の‾､卜擁に君臨してきたI`1ノ繁テレビは,カラーテレビ

の普及に伴って､現在,ひとつの転換期にはいったと与む受け

られる｡

二のような二拭わ己‾iこで,今子妾の白黒テレビ♂)進むべき方向と

して,イー王‾効な某斤機能を備えたテレビがワ壬.まれている√､ニグ)新

機能は､′末社川として娯楽血にいっそうグ)允り三感を与えるも

のであり,きごJにほ教育札 成業川とLてもイJ-効に利哨きれ,

†ムくノーj遥の拡人がl､文りしるものでなければならない

ニノ).ような白黒テレビグ)山域に対する新たな展開亡7〕必ワ引ノ1三

と,きたるべき情･択社会にイ備j_るため〝〕有力ち､柁術千jて之･と〔__

て,テレビの佃′像の保有が簡単な柁作でできる静_lL巨切付テレ

ビ(｢軌i‾F】ア.メモリービジョ ン)を川+発Lた.｡

本装置は,テレビ′乏仁子伸i條の什.占て･ク)一1一山_i血をボタンーノ)松

任の操作で停止･保存･消ム･如新が可能であり,本装置の

･技術の確_)二たによって,‖本放送協会でi汁向きれている将火の
静】LI叫放送システムの端末機柁術にヲ己展しうるものであl),

かつ担臼イ象情報システムの発展を促進する人きな武二器となる｢｡

以下,テレヒーーー画而の静t卜跡jイ象記会読･けf生を実一呪するシス

テムについて解i税を試み,関係各位の参考に供するととい二,

ご批判を子ミ圭たいとノ思う.〕

臣l 方式の検討

静止痢像の記鈷再生機能を伯えた白黒テレビ♂)方式をノ快討

するにあたり,その心臓部である画像情報をたくわえるメモ

リを選択しなければならない｡二の画條メモリ素子には,磁

1(テープ,シート,ディ スク､ドラム,蓄枯管,IC(Integrated

Circuit),CCD(Charge Couple Device),CTD(Charge

Transfer Device)などいろいろ考えノブれるが,この･メモリ

をテレビと組み合わせて一一般ノ家庭まではく普及させるために
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ごま,純綿的で付守のいレ､っないもゾ)､王た収り拙いやすし､など

の.渚条件を油ミiたさなければち▲ノ⊃ない

_呪イ仁,二れJ〕の条件をiパい己するものを;い批で求めることは
できち-い｡Lたがって,二jし⊥-JのメモrJノ)ちlかか/フ克之もイJ-1′三

と考えノブれる磁;ミディ スクを選び,付料,†i摘(佗,丁化 価

朽などについていろいろの検討を川‾し乙,ノ末`心～了∫として仙川し

1る什能を待たし､.

1く磁;ミディスクは,1在任10cm¢の超′ト汗ラ,中･た:iりゴよぴイ氏

価桁のもので,1トラ･ソクに峡條†て言-リ･プJlフィーー′レド分が.子L

憶できるノぎ･′l三能を有LているL_､以卜l州衷メモリといこf滋1tデ

ィ スクグ‾ノ仲川を前提に方∫(を述べる･

2.1静止画像記毒蓑再生の条件

静l卜耐象グ〕画質は､-･枇に刺‥叫･と比較すると槻√辻卜,S/N

(†i;号対推吉比)とい二l‾r∫]_卜きせないと,何 ‥叶像として評価

されない.｡さJ〕に′衷畦掴とLて考燵二すると,あらかじめ与ヒめ

た条件グ)もとで使われることは少なく,すべてが使Jj+場巾グ)

瑞塙二状態に畑た､わJ_)れているかJ⊃,装置はいっそうきびしい

.火亡′)条件か変求される.｡
(1)す束作かそ妄執なこと｡

(2)セーソティ ングが答易なこと｡

(3)価格が射面な二･と｡

(4)放送-7■セグラムの付点の匝1像をタイ ミングよく幌咋に砕

_ll二,柑生できるこ七.
(5)静ILl_叶像は従一斗ミテレビと川′引--t■宮守グ‾)ニと〔ノ

(6)機能的に簡素で補憺,サーーービスが芥妨なこと(1

(7)比布テレビの環境試験条件にl耐えること｡

(8)テレビカメラおよぴVTR(ビデオテーープ･レコーーダ)

との結でナが容易で安定な画像が得られること｡

以上述べたように,静止耐象付テレビに期待される条件を

l･分に取り人れて設召三する必要がある｡

2.2 静止画條再生装置の方式のi塞択

一画面グ)静止由再生機能を含む白黒テレビノブ⊥℃で,需要層

および山場性を考撤すると,ディ スプレイにいく帥類かのプ

ロセスが考えられる{,二の中から,放送電波のプログラムの

*臼､土製作市債浜工場 **日立‾製作所`家宅研1妃輯 ***日立製作巾東海ユニ甥
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(1)2画面方式

画

S 画

注二S=静止画表示 M=動画表示

(2)時分割方式

S画右よひM画

図l 画像表示方法 通常テレビ機能に主体性を持たせた画像表示方式を示す｡

F一目･lMethods of Picture D-SPlay

什二1ヨミのひと二王を静t卜させて,二れを動i叫と対比しながら観

察【ノ,さらに従来テレビ機能,すなわち劫L申け､ィスプレイに

主体性をもたせるこ七を屯卓二にLて検討すると,i叶儀表ホ法

とLて図1のような3方J‥㌧がユキえられる｡

(1)2画面方〕キ

静_】L日出條と動画を,それぞれ独立Lたブラウン管で表示す

るf寸生方∫℃

(2)時分割方式

静_11二向と劫F由ほ,一一つのブラウン管で必要にた己じて,交互

に時分割表示で再生する方式

(3)紳i両分割方式

静止噺家と動画を,-一一つのブラウン管により表示するが,

瑞に励睡jの表示を行ない,必要に応じて動画表示の一隅(く､､

う二)に,静止画を再生する方ン〔

表1は以_Lの3方J･〔について､その比較を示すものである｡

本比較表から,2画【如方式が拉もすぐれていると判断した｡

田 静止画像付きに伴う諸問題

3.1 機能･特長･用途

静止画付テレビに備えるべき機能,特技および川途を述べ

ると､

(3)画面分割方式

画

S 画

(1)機 行巨

(a)･佃巾†(1フィー′レドゆ記録･什牛を7j+`能として,税

行放送′壬仙叫像のうち,任戊のフィールドを才友き取ってこ

れを記紬し､即帖に連続‾Fヰノ上ができること｡

(b)動向と静止耐ま,それぞれ14形と9形の専用ブラウン

管で表示し,ニれを同一筐しきょう)体に収容して,外形を

17形白黒テレビ程度にまとめる｡

(c)テレビの動作は,動画が主体で静止iihjは付加的に扱わ

れる｡通常･のテレビ動作は独立に叶能であI)､静+_Lid】‥ま必

要に応じて付指む自勺に動作する機構である｡

(d)操作部分(つまみの数)を粒力簡単化し.機械知識に比

較的乏Lし▲婦女-j′ても 卜分取り扱いできる操作性を傭える｡

(e)静11一二伸i記緑再三1工拙作は,セット才jよぴリモM卜の両方

での接作を可能とL､それぞれワンタッチで行なえる機構

とする､｡

(2)精 良

(a)酬象の記憶は磁1ミテ■ィスクメモリで行なわれ､半永久

的な寿J古をもち,ノト形で高密度記錨の性能を有すること〔〕

(b)動画,静止i申iともに視一党自てJに同画官iレベルにあること｡

(c)屯掘投人後､数秒で女;立動作すること.⊃

(d)きわめて簡単な推作で伸一イ象記憶が行なわれること(

表l 静止画像再生装置比較 通常テレビ機能に主体性を持たせた画像表示の問題点を示す

Tab】elComparison of Meth∝】sof Picture Display

J頃 番
方式

項目

二 画 面 方 式

l

時分割方式 画面分割方式 備 考

l .静止画と動画が独立に得ら
静止画または動画のどちら
l

;かの選択になる｡
l
l

l

lほかに動画再生セットが必要｡

l静止画と動画が同時に得ら

再 生

れる｡
れるが,静止画の表示部分

;のみ動画の欠画が発生する｡

2

l

静止画.動画の同時再生】可 能

l

可 能

VTRから静止画再生を行な

う場合に比べきわめて簡単｡

3 簡便性l良 い

l
r

良 い 良 い

4 形 状

トブラウン管2個使用により

バランスのとれた大きさ｡

記憶,再生部の追加で奥行

形状が大きくなる｡
同 左

5 機構の複雑さ
記憶.再生部追加静+上画モ

Jこクー部が必要0

記憶,再生郡追加静止画,

動画切換が必要｡

記憶,再生郡追加静止画,

l動画偏向切換部が必要ロ

6 価 格 静止画モニター部が高価｡

l動画,静止画偏向切換部が

高価｡
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表2 静止画再生テレビの用途
【画面静止画付テレビの一服的な用途を示す

Table 2 Uses of Tlelevisio= Receiver w山1FreezelP■CtUrC

瞬 間 キ ャ ッ チ 一

時 保 存 ビデオテープレコーダまたはテレビカメラとの組合せ

㌻川すもう･ゴルフ･ボクシング･競馬などの決定的瞬間
舟隻(2)子供用さ童画メモリ

tl)教育者組,楽譜メモリ

t2)料千里の献立表

(lノ ゴルフ.ポーリングなどのスポーツの締きヨ用

家 (3)野王求スコアメモリ (3)懸賞募集などのあて先住所メモリ

庭(4)プロポーラーフォーム

用l(5)競技のスタートゴールの瞬間

(4)天気予報の天気図

し5)ニュースの保存

2業
務

用

CMの研究用

洋画からファッションの研究用

学校教育用

ニュースを写異化しての保存用

一般企業のディスフロレイ

(= 監視用(交通,防犯)

(2)医学研究用

(3)実験観察用

(4)タレントなどの練習用

(5.)スポ…ツの判定

(e)過瑞のテレビ′ヱイ加対象を見なかJ_),好uちの静+_l二州象を

イ｢仙⇒†でも得られること｡

(f)-一一度記憶した｢吋象は､次の記憶操作を行なうまで保存

できるこ と｡

(g)VTR,テレビカメラとの接続が可能であり､カメラ

イ‾Lざ号およぴVTRイ言-リーかノっ静山句像が鞘られること｡

(h)静_1h叶像は,本装置と独立に電滞スイ･ソナを持ち､通

倍のテレビとしての釣作が行なわれること√コ

(3)鞘 途

家庭札 業務用でそれぞれ人別L,瞬l了うJキャッチ､一川寺保

存Jiよび他機器との組ナナせなどが考えられ,そC叫二日遥につい

ては表2に示すとおりである｡

3.2 画像記録再生回路の検討

▲般に,磁乞毛記録媒体に映像イ二号を記録する場†㌢,映條イ;‡

号グ)Jj有周波数帯と磁;ミ記録裸体の記緑叶能周波数′こiチ城とに

人きい差があるので,映イ像信号を何らかの形でJ誹拉致‾交模す

る必要がある｡

再牛の場合､記録と全くj些の操作を行なって,もとの映像

イi了号に得調する.〕

周波数交根には､低搬送周波数変荊方∫〔が一一般的であり,

比較的狭い記鈷′帯域の媒休でも,DC～4MHzとJj二い周波数Jf芹

城を持つ映條信号の記録･再牛が可能である.｡VTRは,ほ

とんどこの方式を採り入れている｡

静止匝的‾テレビにおいても,磁気ディスクメモリの能力を

壬拉大限に括鞘するノま昧から｢iJ方式を採汀JLた｡

その要一たを述べると,

(1)広滞j戎信号を十分に伝送すること｡

(2)記録裸体グ)電磁変模特性を補イ苗するイコライゼンジョン

が,庄こイ汗城にわたり必要であること〔,

(3)微少読枇信号のS/Nをそこなわないこと｡

(4)読取†詫与プーレベルの変上軌に対Lて､その変動を′受けない変

,弼･役詞プJ士〔であること｡
(5)
-･甜象の記録･再生は,トトビデオへ･ソトで行なわれ,

視蛍卜で,河山がとぎれのないように切枚操作を行ないうる

こと｡

画條記錨r‾ヰ生垣ほ各のブロックL当および映像信サブロセスは

図2にホすとおりである｡大別すると,

(1)MD(周波数変調)担1路

(2)WA-RA(器込み一読取り)矧描出路

(3)DM(復調)回路

以上の3回路で構成されている｡

MD回路は,テレビの映像信号のうち不必要な高城分を除

去L,その後磁気記録･再生に伴う雑音低減を行なうためプ

りエンフ1-シスをかけ､AM(北川.ミ変,澗)l映像イ‾一子り▲をFM(J{t己

波数)変調L,FM映像仁子り･に変推するし､

WA-RA山ほ彷のうち,WA山川各はFM峡條†∴り一をノー=はi井川州‖

L.磁乞七千ィ スクノモり内のビデオヘッドに供給L,1ヒ′1に流

駆動でディ スク巾i卜にi-【芋き込む動作をする(二.

-･‾方,RA回好各は磁1ミディ スクに乃き込まれたイ.;り一を.;′たみ

取り,さらに梓川ji,iL,こ言+如拙芋とト可じ同紙牧牛与什に補.‾lト弓‾‾る上的

作をする｡

DML郎各は',(滋1ミディ スクから読み川されたイi言り･は,一一J柁

にそグ)エンベロープ(†こi号液汁ラの包上略線)は‾イく弐乍であり,柏

.潤する†恥二り ミ･ソタ(収恥i制限J州咋.弓)lロ川舟を過すことによっ

て.レベル変劫をなくすようにすることおよぴFM昧イ象仁子号

をAM映條信号に一変捜する河岸各である｡

3,3 広帯域高速アナログ回路の検討

静止画什テレビグ)才､托主の一一つに,両イ象のi言J丸卜山f一卜が瞬fTをj

に行なわれる機能がある〔_ 巾j條の記録･再生をトj一一のヘット

で行ない,かつ記錨過柑の次の7イ【ルド同期で,‾lt川ニイFi‡ノー

が得上ゝ_)れるようにLなければならないrノ その記録和′卜切放劇

作波形は図3にホすとおりであるr7 フイ【ルド周の軒白ニブラ

ンキング期間(1.2ms)内で､ビデオヘッドにつながるi‾言上£如こり

恥招誇から和牛梢恥石器に一切り携える必要が_勺二ずる｡

二のような瑞速一切換えができれば,静l=叫は視覚_卜とぎれ

のなし､l_叫｢巾として衷ホすることができる｡

実際に,和宣描線期間1小二l;■古速(50/∠S以'卜の切枚l-l､抑】)で

切さ)換えるには,従来VTRなどの記錨･tリノ土で行なわれて

いたリ レーーでは,高速形でも1ms不l,り空の時F妄りか必繁とされ`ノミ

川に過さ左･い｡そこでイこ装置は,満速スイい′テンブダイオー

ドとそのダイオー1ドに印加するゲートイi-さ号を紺み丁㌣わせて,

屯了▲的に一切り抱えるTl…貨を考案し,5恥s以‾‾Fc7)iチ石油で切り授

えを叶能にLた｡

3.4 静止画水平AFC(Automatic Frequency Circuit)回路

テレビ信号の水平I耶明は哨越し点在を行なうために,水‾､ド

虐_で云トロ期の奇数倍にj望んである｡したがって､1フィrルド

は水平同期ク)幣数†一存になノ)ない｡ -‾方,磁1ミディ スクに=.書‾‡二き

込まれるテレビ仁言号は,フィールドメモ】j方士℃で再生される｡

これをく り返L相調した静什.両信弓1ま,台偶フィールドどち

らを記録Lてもその連続の読出し信号は必ずケを水平期間(以

下%Hと呼ぶ)のずれを牛ずる｡%Hずれによって静止画表

示部の水平AFC回路は,一般に｢%Hずれ_′Jの変化に対応

できず偏向一畳子克と水平同期信号との問に位朴げれを.牛じ,現

象とLて静止画面の上部に曲がりを生ずる｡

%Hずれの対策とLて二眩も適切な方法は,水平AFC回路

の帰還利得を上げ,水平】f+期信号の位相ずれに対Lて適応性
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甘甘
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入力映像
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て
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す･r息:｢6ノ

周波数 周波数 周波数

MD回路 WA回路 RA回路

信 号

往) ② 項)

m
･r‡_二･官甘･

(す=

岬J

図2 画像記三緑再生回路のブロック区lおよび映像信号プロセス

ブロックと,その信号のプロセスを示す｡

し巨

†㌣

こ申

ディスク駆動

モ ー

タ

+
｢
り
く
上

上古

周波数

⊥ゝ

て
上

鳳

周波数

DM回路

⑥ ⑦ ⑧

仙 m
疇

磁気ディスク

映像信号を記倉蔓･再生する周辺

Fig.2 B10Ck Dia9｢am Of Memo｢y Ci｢CUit and Video SignalP｢oc()SS

受信映像

信 号

切換信号

記黄信号

再生信号

静止画信号

垂直周期

m

B′

B′

図3 記毒桑再生切換動作三度形

び静止画信号プロセスを示す｡

Fig,3 Video SlgnalP｢ocess o†

Bり

Bり

m

E′

E`

巨''

E什

lフィールドの画像の記毒責･再生およ

Making a F｢eeze-Pictu｢C

を上げることである｡その具体策として,匡14に示すように

水平発振回路の前段にAFC増幅段を設けて,発振凶路の周

波数制御感度を上昇させ,さらにAFCのフィルタ特性を変

えて,DCループゲインおよぴACループゲインを_L昇させ

る方法である｡これだけでは%H曲がI)に対して十分な効果

が得られない｡よって,フイⅥルド静止画専用AFC回路を

必要として新しく専用AFC回路を考案した｡

その回路J京理は,垂直ブランキング期間と映像信号其耶詞の

ACループゲインを分けて,安定な静止画を得ようとするも

ので,その回路構成は図5のブロックダイヤグラムに示すと

おりである｡本図で,スイッチは垂直ブランキング期間(静止

画のフィールド間の継目の問)のみACルMプゲインを_卜げる
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7＼･〔岳､:(す

⑨言争止画

映像信号
出 力

ようにし,臼央條信号期間は止の状態に切り換える動作をする｡

以卜､スイッチングによるAFC回臣各の採用によって,妬

Hずれグ)くねりは,7H以下に押えることができた｡

3.5 磁気ディスクメモリ

本装置を構成する部品のなかで,磁気ディ スクメモリは心

臓部にあたり,二の性能の良子テが静+l二画什テレビを成功させ

るか煎かのかぎを握ってし､る｡従来の磁気ディ スクメモリは,

コンビュー,タの人容量外部記憶装置として発達Lたもので､

特殊な構造と高精度な加工技イ脂を駆使するため,,一一般には非

常に高価なものである｡このよう

電品にⅠ放り人れよう とする場でナ,

る｡(i)′ト形,軽二這であること

信束即空･砧寿命化 (iv)高性能化

な磁乞tディ スクメモリをノ表

さらに次の改良が必要であ

(ii)機構の簡易化 (iii)縞

(Ⅴ)低廉化､などを満足

する必繋があるて一 今Id,コンビュw,タで確立した技術をさら

に-一一歩押し進めて前記粂円二を満足L,かつノ家電品に適用でき

る石去気ディ スクメモリの開発に成功Lた｡その基本梢成は,

(1)磁1ミディ スク(2)磁気へlソド(3)モータからJ式り立って

おり,その動作はモータシャフトに直結された石義気ディ スク

を高速回転(3,600rpm)すると,磁気ヘッドがディスク表面上

にわずか浮き 卜がる機構になっている｡したがって,磁ぅもデ

ィ スクメモリは磁ムミヘッドをいかに安宅三にディスク両よ暮)i手

動させるかの技術,すなわちこの浮動ヘッド機構とこれに影

響を与える部品をいかに精度よくつくるかにかかっている｡

さらに,磁気ディ スクの記録媒体の記録密度を向上するこ

とにある記録媒体は,Ni-Co-Pから成る‡滋性をディ スク素材

の表面にきわめて薄く(0.1′Um)めっきしてあり,この厚みで

は画像記録のFM借j或内波長は,すべて記録媒体の下層まで

浸透する｡Lたがって,記録画像の更新は,消去･記録･再

牛の過程のうち消去過程を省き,更新する信号で過去の残留

(滋気を極度に減少できる｡ニの重ね薫きによる前歴i成衰量は

45～50dBであり,静止画再生匝i像に与える景壬響は無視しうる｡

めっき方式の石釧生は,ヘッドの磁界分布でゞ央まる記録f成耳遠と
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供給電圧

同期信号

l ･位相比較パルス

(1-B)

l_l

l】

(SYNC)

ll

I▼t

⊥

′//ノ/

ユ

(水平発振)

//

(フィルタ)

ノウ/

A F C増幅

区14 増幅段付AFC回路 水平AFCの位相検波段と発振回路の間にAFC増幅段を言針ナて,AFC感度の向

上を図る亡)

Fig.4 Automatic Frequency Cont｢0】Ci｢C山t with Amplifie｢

妄丁妄
L P.F

コ:

S W

l
ゴs注:AFC T‾AFC回路H.C=水平偏向回路

LPF‾‾AFCフィルタ
SW ‾ニスイッチ回路

SYNC

図5 スイッチングによるAFC回路ブロックダイヤグラム 同期

信号をトリガーとLてLPFを･スイッチON-OFFする｡

Fig.5 Block Diag｢am of S＼Vitching Automatic Frequency

Contro】Ci｢CUit

親藩
f一号宅うP.E

図6 石基気ディスクメモリの外観 磁気ヘッド,磁∵気ティスクおよひ

モータで構成されている｡

Fig.6 Magnetic Video Disk･Memol‾y

発振出力

喋体の磁化で牛ずる反磁界による自己減磁とが少なく,γ-

Fe20｡などのコ∽ティ ング株†本でほ,【∃q雉な高密J空i‾言己録をiけ

能とLている｡媒体は破誓言であるところから,同一･トラック

をLゆう勅するヘッドも,ヘッドクラッシュによる媒体の捕

傷が少なく寿命のノブ二で有利である｡

静止い叶什テレビのために開発したイ滋1ミディ スクメモリの外

観は図6にホすとおりである｡

田 構 成

静l卜伸汀寸-テレビの構成l､ズ=ま図7に示すとおりである｡

‾イこ装j貰は,白黒テレビ′受信部,静+l∴画丙午のためのブラウン

管とその周辺回路および磁気ディ スクメモリ とその糊辺川主格

に大別できる〔⊃ 二れJ〕が17形クラスのテーーーブルタイプの琵イ木

内に収められている｡

--▲般`家庭での使用を考慮し,だれでも操作できるように特

につまみ配‾i貰を簡略化して極力つまみ数をへらすようにしたこ)

また特に静止L句を得るつまみとして,ワンショットで任意の

市_1=叫が得られるようにしたっ 構造伯iでは--･つの｢2休に14形

およぴ9形の二∴つのブラウン管を組み込む形態にし一てある｡

その外観は図8に示すとおりである｡

日 装置の仕様

静止l叫付テレビ

(i)′受 信 方 ∫(

(ji)′乏イ言チ ャ ネル

(iiカ ブ ラ ウ ン 管

NTSC インターーキャリア‾方式

VHF;第1～第12チャネル 300£2

UHF;第13～爺62チャネル 300日

340RI】4/9AGP4 90度偏向

(i切 ビデオ人力端子:映像信号 1系統 VSlVp-p

正極性 75虫

(v)ビデオ出力端子:映像信号 1系統 VSlVp-p

正耗作 75日

如)解 條 度:テレビ受信画;水平 300本

垂直 350本

静 止 画;水平 280不

垂直 180本
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磁気ディスクメモリ
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復調器 テエンファシス

メモリ周辺国路l

電源回路
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図7 静止画像付テレビの構成図 静止画像付テレビのシステム構成を示すり大別して通常テレビ受信

部,メモリ周辺回路部および静止画像部に分かれる｡

Fig,7 B10Ck Diag｢am of TelevisiorlReceiver with Freeze-Picture

触

図8 静止画像付テレビの外観 通常テレビ画像を14形で,静止画像

を9形で表示する構成を示す｡

Fi9.8 Television Receiver with Freeze-Picture
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㈹
心
細
仙
如

映像出力

同期分離 一重直発振･出力

L水平発振

映像出力

スピーカ

咄;

14形

9形

出力■一 高庄出力

通常テレビ回路

同期分離 -■ト垂直発車･出力

し水平発振･出力■■ 高圧出力
静止画像テレビ回路

音声 1W

周囲f温度:性能維持範岡 0～400c

電1憤電圧:100V±10%

消費電力:105W

安定時間:電源投入時 テレビ受信画 1秒以下

静止画 10秒以下

l司 結 言

現代の最も有力な情報メディアの一つであるテレビ放送を

情報源とし,迅速かつ確実に必要な情報をとらえることがで

きる新しし､機能を有した静止画條付テレビの-▲形態の紹介お

よび静止画面に伴う諸問題について述べたが,今後,ますま

す発展する情報社会の中で,ニの椎の機器のニーズは増大す

るものと思われるので,さらに発展形態の検討を進めて行く

所存である｡




